
5.4  S-1の活動性評価 まとめ
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・約12～13万年前以前に堆積した地層であるHⅠa段丘堆積物が分布する駐車場南東方トレンチにおいて，
上載地層法による評価を行った。

・3地点（H-6.6-1孔，H-6.7孔，M-12.5”孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

駐車場南東方トレンチ

位置図

鉱物脈法に関する評価地点

上載地層法に関する評価地点

M-12.5”孔

第875回審査会合 資料1
P.370 一部修正

・断層の直上に分布するHⅠa段丘堆積
物（約12～13万年前以前に堆積した地
層）に変位・変形は認められない。

駐車場南東方トレンチ（P.389～392）

鉱物脈法による評価

上載地層法及び鉱物脈法により，S-1に後期更新世以降の活
動は認められない。

S-1の評価

上載地層法による評価

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に
生成されたものではない）に変位・変
形は認められない。

H-6.6-1孔（P.85～98）
H-6.7孔（P.99～109）

M-12.5”孔（P.110～123）

・砕屑岩脈（少なくとも後期更新世以降
に形成されたものではない）が，最新
面及び最新ゾーン全体を横断して分
布し，横断箇所に変位・変形は認め
られない。

H-6.6-1孔

H-6.7孔

旧Ａ・Ｂトレンチ
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5.4 S-2・S-6の活動性評価 まとめ

・断層の直上に分布するMⅠ段丘堆
積物（約12～13万年前の地層）に変
位・変形は認められない。

上載地層法による評価

No.2トレンチ（P.395～398）

上載地層法及び鉱物脈法により，S-2・S-6に後期更新世以降の活
動は認められない。

・最新面が不明瞭かつ不連続になっ
ており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S
混合層，少なくとも後期更新世以降
に生成されたものではない）に変位・
変形は認められない。

K-6.2-2孔（P.126～139）
F-8.5’孔（P.140～153）
E-8.5-2孔（P.154～168）

S-2・S-6の評価

No.2トレンチ

位置図

E-8.5-2孔

F-8.5’孔

K-6.2-2孔

鉱物脈法による評価

・約12～13万年前に堆積した地層であるMⅠ段丘堆積物が分布するNo.2トレンチにおいて，
上載地層法による評価を行った。

・3地点（K-6.2-2孔，F-8.5’孔，E-8.5-2孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

上載地層法に関する評価地点

第875回審査会合 資料1
P.371 一部修正
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5.4 S-4の活動性評価 まとめ

・断層の直上に分布するHⅠa段丘堆積
物（約12～13万年前以前の地層）に
変位・変形は認められない。

上載地層法による評価

35m盤トレンチ（P.401～417）

上載地層法及び鉱物脈法により，S-4に後期更新世以降の活
動は認められない。

位置図
S-4の評価

35ｍ盤トレンチ

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

E-8.50’’’孔（P.171～183）

E-8.60孔（P.184～195）

鉱物脈法による評価

E-8.60孔

・約12～13万年前以前に堆積した地層であるHⅠa段丘堆積物が分布する35m盤トレンチにおいて，
上載地層法による評価を行った。

・2地点（E-8.50’’’孔，E-8.60孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

上載地層法に関する評価地点

第875回審査会合 資料1
P.372 一部修正

E-8.50’’’孔
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5.4 S-5の活動性評価 まとめ

位置図

鉱物脈法に関する評価地点

R-8.1-1-3孔

鉱物脈法により，S-5に後期更新世以降の活動は認められない。

S-5の評価

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

R-8.1-1-3孔（P.202～214）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・ R-8.1-1-3孔において，鉱物脈法による評価を行った。

第875回審査会合 資料1
P.373 一部修正
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5.4 S-7の活動性評価 まとめ

鉱物脈法により，S-7に後期更新世以降の活動は認められない。

位置図

S-7の評価

H-5.7’孔

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

H-5.4-1E孔（P.217～228）
H-5.7’孔（P.229～243）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・2地点（H-5.4-1E孔，H-5.7’孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

第875回審査会合 資料1
P.374 再掲

H-5.4-1E孔
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5.4 S-8の活動性評価 まとめ

鉱物脈法により，S-8に後期更新世以降の活動は認められない。
位置図

S-8の評価

F-6.75孔

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

F-6.75孔（P.246～257）

鉱物脈法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・ F-6.75孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

第875回審査会合 資料1
P.375 再掲
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5.4 K-2の活動性評価 まとめ

鉱物脈法により，K-2に後期更新世以降の活動は認められない。

K-2の評価

H-1.1-87孔（P.260～270）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

位置図

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・ H-1.1-87孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

第875回審査会合 資料1
P.376 一部修正

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

H-1.1-87孔



5.4 K-3の活動性評価 まとめ
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M-2.2孔

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・M-2.2孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法により，K-3に後期更新世以降の活動は認められない。

K-3の評価

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

M-2.2孔（P.296～310）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

位置図

コメントNo.104の回答

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示



位置図

5.4 K-14の活動性評価 まとめ
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鉱物脈法により，K-14に後期更新世以降の活動は認められない。

K-14の評価

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

Ｋ－１４(EL0m)

H- —0.3-80孔

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・H— -0.3-80孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点
鉱物脈法による評価

・最新面が不明瞭かつ不連続になってお
り，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層，
少なくとも後期更新世以降に生成され
たものではない）に変位・変形は認めら
れない。

H- -0.3-80孔（P.313～323）

第875回審査会合 資料1
P.378 一部修正

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示



K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

位置図
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5.4 K-18の活動性評価 まとめ

・約12～13万年前以前の地形面，地層が確認できないことから，上載地層法による評価を実施できない。

・H-0.2-75孔において，鉱物脈法による評価を行った。

H-0.2-75孔

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法により，K-18に後期更新世以降の活動は認められない。

K-18の評価

・最新面が不明瞭かつ不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混
合層，少なくとも後期更新世以降に生
成されたものではない）に変位・変形
は認められない。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

H-0.2-75孔（P.326～344）

鉱物脈法による評価

Ｋ－１８(EL0m)



余白



〔１〕 断層の系統区分について コメントNo.108

〔２〕 斜長石の変質について コメントNo.109

評価対象断層の選定に関するコメント回答

432



433

〔1〕 断層の系統区分について
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〔1〕断層の系統区分について

〇「走向」，「傾斜」，「運動方向（固結した破砕部）」，「運動方向（粘土状破砕部）」の4項目のデータに基づき，系統区分を行った結果，6系統に区分された（下表，次頁）。
〇走向がⅠ系の断層は，傾斜が高角の西傾斜で，運動方向（粘土状破砕部）が左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）のⅠ・西・逆系（S-8），傾斜が高角の東傾斜で，運動方

向（粘土状破砕部）が右横ずれ逆断層（横ずれ卓越）のⅠ・東・右系（S-1，B-3），左横ずれ正断層（縦ずれ卓越）のⅠ・東・正系（K-4）の3系統に区分される。
○走向がⅡ系の断層は，傾斜が高角の西傾斜で，運動方向（粘土状破砕部）が左・右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）のⅡ・西・逆系（S-2・S-6，K-14），左横ずれ逆断層

（横ずれ卓越）のⅡ・西・左系（S-4），傾斜が高角の東傾斜で，運動方向（粘土状破砕部）が右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）のⅡ・東・逆系（K-2，K-12，K-13，K-
15～K-23，K-25，K-26）の3系統に区分される。

位置図

系統区分結果

【傾斜】
高角

系統区分された断層

系統区分されない断層

断層名
走向・傾斜 運動方向

系統区分
一般走向（真北）と系統 傾斜 固結した破砕部 粘土状破砕部

S-8 N28°W Ⅰ 58° SW 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越） Ⅰ・西・逆系

S-1 N60°W Ⅰ 80～70° NE 正断層 右横ずれ逆断層（横ずれ卓越）
Ⅰ・東・右系

B-3 N42°W Ⅰ 82° NE 正断層 右横ずれ逆断層（横ずれ卓越）

K-4 N56°W Ⅰ 85° NE 正断層 左横ずれ正断層（縦ずれ卓越） Ⅰ・東・正系

S-2・S-6 N11°E Ⅱ 60° NW 正断層 左・右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）
Ⅱ・西・逆系

K-14 N7°E Ⅱ 66° NW 正断層 左・右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

S-4 N29°E Ⅱ 66° NW 正断層 左横ずれ逆断層（横ずれ卓越） Ⅱ・西・左系

K-2 N19°E Ⅱ 72° SE 正断層 右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

Ⅱ・東・逆系

K-18 N8°E Ⅱ 78° SE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-16 N10°W Ⅱ 67° NE 正断層 右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-15 N4°E Ⅱ 68° SE 正断層 逆断層（縦ずれ卓越）

K-13 N12°E Ⅱ 74° SE 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-12 N21°W Ⅱ 72° NE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-25 N1°W Ⅱ 65° NE 正断層 逆断層（縦ずれ卓越）

K-21 N4°E Ⅱ 66° SE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-17 N18°E Ⅱ 78° SE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-23 N10°E Ⅱ 65° SE 正断層 右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-19 N12°W Ⅱ 65° NE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-22 N9°W Ⅱ 73° NE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-26 N14°E Ⅱ 68° SE 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-20 N15°E Ⅱ 63° SE 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

*： － は存在しないもの。

断層名
走向・傾斜 運動方向*

系統区分
一般走向（真北）と系統 傾斜 固結した破砕部 粘土状破砕部

K-5 N63°W Ⅰ 64° NE 正断層 不明 不明

S-7 N41°W Ⅰ 60° SW 不明 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越） 不明

K-24 N58°W Ⅰ 89° NE 不明 － 不明

K-1 N4°E Ⅱ 58° SE 正断層 － 不明

K-3 N16°E Ⅱ 70° SE 正断層 － 不明

S-5 N4°E Ⅱ 70° SE 不明 左横ずれ正断層（縦ずれ卓越） 不明

K-6 N2°W Ⅱ 60° NE 不明 － 不明

K-7 N8°W Ⅱ 88° NE 不明 － 不明

K-8 N15°W Ⅱ 80° NE 不明 － 不明

K-9 N10°E Ⅱ 88° SE 不明 － 不明

K-10 N16°W Ⅱ 62° NE 不明 － 不明

K-11 N14°E Ⅱ 70° NW 不明 － 不明

S-9 N35°E Ⅱ 50° NW 不明 不明 不明

系統区分： Ⅹ・◇・○系
粘土状破砕部の条線方向が縦ずれ卓越の場合（正断層 or 逆断層）
粘土状破砕部の条線方向が横ずれ卓越の場合（右横ずれ or 左横ずれ）

走向 Ⅰ系（NW-SE系） or Ⅱ系（N-S～NE-SW系）

傾斜方向 東 or 西

K-18，K-19，K-22，K-25，K-26
（Ⅱ・東・逆系）については地表
付近まで連続しないため平面図
には記載していない

第902回審査会合 資料1
P.156 一部修正

コメントNo.108の回答
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コメントNo.108の回答

【 ４項目のデータに基づく系統区分】

Ⅰ系
（NW-SE系）

Ⅱ系
（N-S～NE-SW系）

高角，西傾斜

正断層

逆断層

Ⅰ・東・右系

S-1，B-3

Ⅰ・西・逆系

S-8

系統区分

Ⅰ・東・正系

K-4

Ⅱ・西・逆系

S-2・S-6，K-14

Ⅱ・西・左系

S-4

Ⅱ・東・逆系

K-2，K-12，K-13
K-15～K-23
K-25，K-26

運動方向
（粘土状破砕部）

運動方向
（固結した破砕部）

傾斜
（角度，方向）

走向

高角，東傾斜 高角，西傾斜 高角，東傾斜

正断層 正断層 正断層

右横ずれ断層 正断層 逆断層 左横ずれ断層 逆断層

不明

S-5，S-7，S-9，K-1，K-3，K-5，K-6，K-7，K-8，K-9，K-10，K-11，K-24
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〔2〕 斜長石の変質について
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〔2〕斜長石の変質について

X線回折分析

薄片観察

・断層の粘土状破砕部，固結した破砕部及び新鮮な母岩から，試料を採
取し，鉱物組成を確認するためにX線回折分析を実施。

・粘土状破砕部には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石※2が主に含まれ，変質
鉱物として，クリストバライト，スメクタイト ，赤鉄鉱が主に認められる（次頁，次々
頁）。

・固結した破砕部には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石※2，輝石が主に含ま
れ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト ，赤鉄鉱が主に認められる
（次々頁）。

・粘土状破砕部，固結した破砕部ともに周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石※2，
輝石が含まれ，その他に変質鉱物として，スメクタイトが認められる。

・粘土状破砕部を介在する断層と固結した破砕部からなる断層の固結した破砕部
は，造岩鉱物及び変質鉱物の分布状況（結晶の大きさや基質と結晶の割合等）
は，ほぼ同じである。

・粘土状破砕部は固結した破砕部に比べ，造岩鉱物は少なく，変質鉱物であるスメ
クタイトが多く認められる 。

【調査内容】 【調査結果】

・断層の粘土状破砕部，固結した破砕部及び新鮮な母岩から，薄片を作
製し，鉱物組成を確認するために薄片観察を実施。

・粘土状破砕部を介在する断層と固結した破砕部からなる断層の固結し
た破砕部を比較。

・断層の粘土状破砕部及び固結した破砕部を比較。

＋

○敷地の断層は，2.4節(1)に示すとおり，粘土状破砕部と固結した破砕部からなる。このため，粘土状破砕部及び固結した破砕部の鉱物組成を
確認することを目的に，X線回折分析及び薄片観察を実施した結果，以下のことが確認された。

○粘土状破砕部及び固結した破砕部はいずれも，周辺の母岩の造岩鉱物と変質鉱物の組み合わせからなり，鉱物組成は類似する。すなわち，
敷地の断層の破砕部は，粘土状破砕部の有無に関わらず，類似した鉱物組成からなる。

○粘土状破砕部は，薄片観察結果によれば，固結した破砕部に比べ，造岩鉱物は少なく，変質鉱物であるスメクタイト※1が多く認められる。

○粘土状破砕部と固結した破砕部の違いは，薄片観察結果によれば，変質鉱物であるスメクタイトの量が関係していると考えられ，このスメクタ
イトについては，X線回折分析及び薄片観察の結果を踏まえると，造岩鉱物である輝石類や斜長石が変質して生成されたものと考えられる。
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※2：母岩，固結した破砕部及び粘土状破砕部中に含まれる斜長石のアルバイト化（曹長石化）の検討を行った結果，
いずれの斜長石でもアルバイト化は認められなかった（詳細は，補足資料5.2-2（8））。

※1：5.2.1（1-1）で示すように，粘土分を濃集したXRD分析による結晶構造及びEPMA分析による化学組成を踏まえると，ここで認められたスメクタイトは，
数十％のイライトが混合するイライト／スメクタイト混合層と考えられるが，本頁に記載のＸＲＤ分析結果は破砕部中に含まれる鉱物組成の確認を目的
としたXRD分析（P.23，ＸＲＤ分析①）であり，粘土分を濃集したXRD分析（P.23，ＸＲＤ分析②）は実施していないため，すべてスメクタイトとして表記する。
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X線回折分析に表れたピークの相対的強さ
◎：強 ○：中 △：弱 *：微

分析結果一覧（２号機建設以前の調査）

※1： ２号機建設以前の調査でS-3と称していた断層は，現在はS-1の一部と評価している。
※2：母岩，固結した破砕部及び粘土状破砕部中に含まれる斜長石のアルバイト化（曹長石化）の検討を行った結果，

いずれの斜長石でもアルバイト化は認められなかった（詳細は，補足資料5.2-2（8））。

X線回折分析 測定諸元

Target:Cu

Voltage:40KV

Current:150mA

Full Scale Range:4000CPS

Time Constant:0.5Sec

Scanning Speed:4°/min

Chart Speed:4cm/min

Divergency:1°

Receiving Slit:0.15mm

Detector:SC

・粘土状破砕部（表中橙色）には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石が主に含
まれ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト，赤鉄鉱が主に認められる。

X線回折分析結果（陸域 ２号機建設以前の調査）の詳細は，補足資料2.4-2 (1)

２号機建設以前の調査 凡例・諸元

試料採取位置図（２号機建設以前の調査）

I-5

SC-1

試掘坑A
SC-5施工検討調査

トレンチ

試験坑d

試掘坑F

試掘坑C

２号機 １号機

試料採取位置
(断層トレース位置に深度補正）
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（右図）

標高

敷
地
内
断
層

粘土状
破砕部

S-1 試掘坑Ａ EL -8m付近 △ ○ ○ ＊

S-2・S-6 SC-1孔 EL  -6.20m ○ ＊ ◎ ＊ ○ ＊

S-3※1 試掘坑C EL -8m付近 △ ◎ ○ ＊

S-4 試掘坑Ｆ EL -8m付近 ○ ○ △ △ △

S-5 試験坑d EL -8m付近 △ ◎ △ ◎ ＊

S-7 I-5孔 EL -93.95m ○ ＊ ◎ △ ＊ ○ △ ＊

S-8 施工検討調査トレンチ EL  11m付近 ◎ △ ＊

S-9 SC-5孔 EL  -6.13m ○ ◎ ＊ ◎ ＊
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試料採取箇所
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（次頁）
標高

敷
地
内
断
層

粘土状
破砕部

海岸部

K-2

G-1.5-80孔（図中a） EL -72.18m ± △ ± ± ±

H-1.1孔（図中b） EL -96.84m ± △ ± ± ＋

H-1.1-75孔（図中c） EL -45.48m △ △ ± ±

K-4 G-1.9-27孔（図中d） EL -34.56m △ ± △ ± ±

K-5 G-1.5-35孔（図中e） EL -18.50m △ △ ±

K-12 H-2.3-50孔（図中f） EL -28.41m ＋ △ ±

K-13 H-1.5-40孔（図中g） EL -20.14m 〇 △ ±

K-14 H- -0.5孔（図中h） EL -46.57m △ ± ± ±

K-15 H- -1.2孔（図中i） EL -23.51m △ 〇 ± ＋

K-16 H- -1.9孔（図中j） EL -21.41m ± △ ＋ ±

K-17 H- -3.0-65孔（図中k） EL -78.87m △ ± ± ＋ ±

K-18 H-0.2-60孔（図中v） EL -68.33m ＋ △ ±

K-19 H-0.2-75孔（図中w） EL -155.47m ＋ △ ± ± ±

K-20 H- -2.6孔（図中x） EL –9.42m 〇 △ ±

K-21 H- -3.0-45孔（図中y） EL -19.58m △ ± ±

K-22 H’-0.9-50孔（図中z） EL -18.96m △ ± ±

K-23 H- -1.80孔（図中α） EL -58.20m ± △ ± ± ＋

K-25 H- -2.18孔（図中β） EL -56.18m ± △ ＋ ±

K-26 H- -3.0-75孔（図中γ） EL -37.48m △ ± ±

陸域

S-1
岩盤調査坑（図中ｌ） EL -18.25m ＋ ○ △ ±

M-12.5''孔（図中ｍ) EL -21.66m △ ± ＋ ± ＋

S-2・S-6
L-6’孔（図中ｎ） EL  -2.29m ± ○ ＋ ±

E-8.6孔（図中o） EL    9.41m ＋ △ △ ±

S-4 E-8.50'孔（図中p） EL -35.41m △ ±

S-7 H-5.2孔（図中q） EL -44.08m ± △ ± ±

S-8 F-6.8孔（図中r） EL -12.63m △ ±

B-1 岩盤調査坑（図中s） EL -18.25m ＋ ○ △ ±

B-2 H-6.4孔（図中t） EL -19.39m △ ± ±

B-3 J-6.1孔（図中u） EL -10.31m ± ± △ ± ±

母
岩

安山岩
海岸部（図中ⅰ） 地表面※1 △ ○ ＋

M-14孔（図中ⅱ） EL -156.87m ± △ ± ±

凝灰角礫岩
海岸部（図中ⅲ） 地表面※1 ○ ± ＋

M-14孔（図中ⅳ） EL -145.08m △ ± ± ±

分析結果一覧（２号機建設以後の調査）

※1：海岸部露岩域のEL0～2mで採取
※2：母岩，固結した破砕部及び粘土状破砕部中に含まれる斜長石のアルバイト

化（曹長石化）の検討を行った結果，いずれの斜長石でもアルバイト化は
認められなかった（詳細は，補足資料5.2-2（8））。

X線回折分析結果（陸域及び海岸部 ２号機建
設以後の調査，第671回審査会合以降の調査，
第849回審査会合以降の調査）の詳細は，補足
資料2.4-2 (2)（3）(4)
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（次頁）
標高

敷
地
内
断
層

固結
した

破砕部

海岸部

K-1 海岸部（図中A） 地表面※1 ○ ＋ ±

K-2
海岸部（図中B） 地表面※1 ○ ± ±

H-1.1-80孔（図中C） EL -56.48m ＋ △ ± ± ＋

K-3 海岸部（図中D） 地表面※1 ± ○ ± ± ±

K-4 海岸部（図中E） 地表面※1 ○ ± ±

K-5 海岸部（図中F） 地表面※1 ○ ＋

K-6 海岸部（図中G） 地表面※1 ○ ± ±

K-7 海岸部（図中H） 地表面※1 △ ± ±

K-8 海岸部（図中I） 地表面※1 ○ ± ±

K-9 海岸部（図中J） 地表面※1 △ ＋ ±

K-10 海岸部（図中K） 地表面※1 △ ○ ± ± ＋

K-11 海岸部（図中L） 地表面※1 ○ ± ± ±

K-12 H-2.3-25孔（図中M） EL - 1.60m △ ±

K-13 H-1.5-40孔（図中N） EL -20.11m △ ± ± ±

K-14 H- -0.3-80孔（図中O） EL -27.61m ＋ △ ＋

K-15 H- -1.2孔（図中P） EL -23.57m ＋ 〇 ＋ ±

K-16 H- -1.5孔（図中Q） EL -70.68m △ ± ± ±

K-17 H- -3.0-45孔（図中R） EL -46.16m ＋ △ ± ±

K-18 H-0.2-75孔（図中W） EL -108.07m ＋ △ ＋ ±

K-19 H- -0.3-80孔（図中X） EL –125.12m ± ○ ＋ ± ±

K-20 H- -2.6孔（図中Y） EL -9.42m ○ ＋

K-21 H- -3.0-50孔（図中Z） EL -21.77m ± ○ ±

K-22 G-1.5-35孔（図中ア） EL -32.90m △ ＋ ± ±

K-23 H- -1.3孔（図中イ） EL -105.20m △ ± ± ±

K-25 H- -2.18孔（図中ウ） EL -56.18m ± △ ＋ ±

K-26 H- -3.0-65孔（図中エ） EL -31.11m ○ ＋ ±

陸域

S-1 岩盤調査坑（図中S） EL -18.25m ＋ ○ ＋ ±

S-2・S-6 H-6.6孔（図中T） EL  -42.70m ± △ ± ±

S-7 H-5.2-3孔（図中U） EL -23.51m ± △ ± ± ±

S-8 F-6.74-3孔（図中V） EL -5.49m ± ± △ ± ± ±

・粘土状破砕部（表中橙色）には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石が主に含まれ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト，赤鉄鉱が主に認められる。
・固結した破砕部（表中水色）には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石，輝石が主に含まれ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト，赤鉄鉱が主に認められる。

【X線回折分析結果（２号機建設以後の調査）】

２号機建設以後の調査 凡例・諸元
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試料採取位置図（２号機建設以後の調査）
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